
第６学年１組 特別活動（学級活動）指導案 

指導者 金坂 宜郎 

展開場所 自教室 

 

１ 題材名  「もし学校が避難所になったら～自分達にできることを考えよう～」 

 

２ 題材について 

 （１）題材の目的と内容について 

  近年、日本では東日本大震災、御嶽山の大噴火、今夏の九州地方の豪雨などの自然災

害による被害がテレビや新聞で報道されることが多い。報道では、多くの人命が失われ

たことや被害に苦しむ人々の様子が伝えられている。しかしながら、自然災害がもたら

す二次災害や避難をしている人々の苦労までは、なかなか理解することができない。実

際に、東日本大震災に被災され、未だに仮設住宅で生活を強いられている方々や、沖永

良部島の火山噴火のために避難されている方々が数多くいる。これから数年、数十年の

間に東海大地震、富士山噴火が起こると多くの研究機関から予測されている。その際、

自分たちや近くの人々が避難者となることも考えられる。避難者の気持ちを考え、今の

自分に何ができるのか。助け合い、支え合う思いやりの心を持つことで、よりよい社会

を作っていけるのではないかと考える。 

ボランティア活動は、地域の人々と交流することで、地域社会の一員として、自覚と

役割意識を深め、人間尊重の精神に立って社会の中でともに生きる豊かな人間性を培う

ことができる。また、自分を見つめ直し自己実現に向かって人生を切り拓く力を育む上

で大切な活動である。実際に大地震が起こり、学校が避難所になった際、児童が自分達

にできることを考え、率先して行っていくことで、避難所に集まる全ての人が勇気づけ

られ、助け合いの輪が広がるのではないかと考える。 

 

 （２）児童及び家庭・地域の実態から 

  東日本大震災では、幸い、本校のある土気地区では、大きな被害を直接受けたという

話を聞くことはなかった。しかしながら、土気地区が絶対に安全だと決めつけることは

できない。また、旅行先などの出先で巻き込まれることも考えられる。つまり、いつ巻

き込まれてもよいように心構えを持ち、準備することが大切なのである。しかし、本校

の子ども達は、このような大きな自然災害を実際に経験しておらず、テレビを通してで

しか知らないのが実情である。災害の恐ろしさや災害が引き起こす二次災害について本

題材を通して知り、自分の命は自分で守れるように自己判断力を育てたい。 

また、普段から災害に備えることの大切さに気付かせ、家庭での防災意識を高めてい

きたい。 

あわせて災害の被害や災害発生後の避難所生活についても考えさせ、もし学校が避難



所になった時に６年生としてどのようなことができるのか、地域で生きる一員としての

自覚と地域社会の安全に貢献する意識をたかめさせていきたい。 

 

 （３）問題を自分のものとさせる工夫（当事者意識を持たせるシミュレーション学習） 

  大きな災害を経験したことのない子ども達には、災害を実感させることが困難であり、

災害の恐ろしさを伝えるのが難しい。被災経験がなければ自分の問題として受け止める

ことが難しく、主体的な学習とはなり得ない。また、自分が被災した際に、ボランティ

アに参加し、地域社会のために貢献しようという意識も持ちづらいと考えられる。実際

に被災するとどのような困難に直面し、どのような問題にさらされるのかを仮想するこ

とで、被災者の方々の苦労や思いに迫ることができると考えられる。そこで、「避難所Ｈ

ＵＧ」（避難所運営ゲーム）を授業に取り入れることにした。 

  ・「避難所ＨＵＧ」 

   避難所ＨＵＧは、自らが避難所を運営する立場となり、避難所に殺到する人々や起

こり得る様々な問題に対して、どのように解決するのかを考えるゲームである。本来

は、避難所を開設する立場にある成人向けに開発されたものであるが、避難所で起こ

り得る問題について体験的に学ぶのに適した教材である。避難所には、様々な年齢や

性別、国籍やそれぞれが抱える事情を持った人々が集まってくる。その人々を、どれ

だけ優しく受け入れることができるのか。また、避難所で起こり得る問題についてど

のように解決していくのかを考えていくことで、被災者の苦労や様々な問題について

気づくことができると考える。実際に起こったらどうするかを真剣に考えさせ、話し

合いを通して自分達にできることを見つけさせたい。 

  

 （４）指導構想 

  本単元では、１時間目に自然災害とはどのようなものがあるのかを５学年の学習を想

起させながら学級で話し合う。そして、実際の映像資料から自然災害や、その後起こり

得る二次災害の恐ろしさについて感じ取らせる。その際、学校や家などでどのように行

動すればよいのか、また基礎的な防災用語について確認する。さらに、災害による被害

が大きい場合には、どうすればよいのか。自宅が危険である場合はどうすればよいのか。

という問いから、避難所での避難生活をすることに気づき、避難所ではどのような生活

をすることとなるのかを映像資料などから知る。 

  ２、３時間目では、子ども達は４つのグループに分かれて「避難所運営ゲーム」を行

う。カードの順番は全グループ同じにして、始めは指導者が読み手を行う。指導者が読

み手を行うことで、児童の様子を見ながら問題場面での話し合いを活性化させたり、避

難所に殺到している人々の様子を子ども達に体験させたりすることができるだろう。ま

た、行い方やルールを理解させることができる。次に、行い方が身に付いた段階で、読

み手をグループの子ども達に担当させながら行う。時間を決めて行うことで、避難所に



殺到してくる人々の様子を体感させることができると考えられる。しかし、カードを適

当に配置しないように指導することが大切で、グループごとに配置をした根拠を確認す

る必要がある。また、子ども達が問題の本質がつかめるようにするために支援すること

も大切で、例えば「更衣用テント２基が、明後日に到着します。」といイベントカードで

あれば、何が問題であるのかを確認し、解決できるように助言する。解決方法は付箋紙

に書き、後で話し合えるようにする。２時間目は行い方を身に付けることも考慮し、１

００枚。３時間目には残りの１５０枚を３０分で行う。 

子ども達が気付き、考え、話し合う中で、災害の恐ろしさや苦労を体験的に学習し、

普段からの災害に対する準備の大切さや、大変な時だからこそ、支え合い助け合う思い

やりの心が大切であることに気が付き、自分たちができることからボランティア精神を

養いたい。 

 

３ 児童の実態（男子６人、女子１４人 計２０人） 平成２７年 ９月 ４日実態調査 

 （１）知識面 

   ①災害にはどのようなものあると思いますか。 

    ・地震   １８名（９０％）    ・津波   １４名（７０％） 

    ・土砂災害 １２名（６０％）    ・火事   １２名（６０％） 

    ・台風    ６名（３０％）    ・火山噴火  ５名（２５％） 

    ・豪雨    ３名（１５％）    ・竜巻    ３名（１５％） 

    ・洪水    ３名（１５％） 

    ＊無回答なし 

 

   ②「震度」の意味はなんでしょう。 

    ・地震の大きさ １６名（８０％）  ・わからない ４名（２０％） 

     

   ③「マグニチュード」の意味はなんでしょう。 

    ・わからない １４名（７０％）   ・震源地の深さ ３名（１５％） 

    ・ゆれの強さ  ３名（１５％）    

 

   ④ライフラインとはなんでしょう。 

    ・わからない １８名（９０％）   ・水、ガス、電気 １名（ ５％） 

    ・食料     １名（ ５％） 

 

   ⑤避難所とはなんでしょう。また、みなさんの避難所はどこでしょう。 

    ・安全な場所で災害が起きた時に避難する場所 ２０名（１００％） 

・学校や公園 ２０名（１００％） 



 

    

   ⑥地震が起こる理由はなんでしょう。 

    ・プレートがずれて起こる １２名（６０％） ・わからない ６名（３０％） 

    ・火山の噴火が原因     ２名（１０％） 

 

 （２）意識面 

   ⑦大地震が発生したらこわいですか。 

    ・少しもこわくない  ０名      ・少しだけこわい  ５名（２５％） 

    ・どちらでもない   ０名      ・こわい      ８名（４０％） 

    ・かなりこわい    ７名（３５％） 

 

 （３）思考判断力 

   ⑧大地震が起きた時に危険だと思う事はなんですか。 

    ・物が倒れてきたり、落ちてきたりする     １２名（６０％） 

    ・建物が倒れたり、崩れたりする        １２名（６０％） 

    ・火事   １０名（５０％）  ・津波     ８名（４０％） 

    ・ケガ    ２名（１０％）  ・土砂災害   １名（ ５％） 

    ・電車の脱線 １名（ ５％）  ・水道管の破損 １名（ ５％） 

 

   ⑨大地震が起こった時に、心配な事はなんでしょう。 

    ・家族   １１名（５５％）  ・家    ７名（３５％） 

    ・命     ６名（３０％）  ・友達   ４名（２０％） 

    ・食べ物   ３名（１５％）  ・津波   ２名（１０％） 

    ・土砂崩れ  ２名（１０％）  ・ケガ   ２名（１０％） 

    ・ペット   ２名（１０％）  ・今後   １名（ ５％） 

 

 （４）家庭での実践 

   ⑩家庭で、地震などの災害について話し合ったことがありますか。 

    ・ある  １２名（６０％）   ・ない  ８名（４０％） 

     

   ⑪「ある」場合、どのようなことを話し合いましたか。 

    ・避難場所について ６名（３０％） ・その他 ６名（３０％） 

 

   ⑫大地震などの災害に、家庭で備えていることはありますか。 

    ・ある   ６名（３０％）   ・わからない  １４名（７０％） 



    ＊「ある」と答えた６名の内、４名（２０％）の児童は、非常バックを常備して

いると答えた。 

 【実態調査からの考察】 

  （１）知識面について 

    ５年生の理科の学習において、災害を学んでいることもあり、全員がなにかしら

かの災害を回答していた。ほとんどの子ども達が「地震」と答え、「地震」に関する

意識が高いようである。また、「地震」よる二次災害として考えられる「津波」「土

砂災害」「火事」も回答率が高く、意識が高いようである。しかし、全員が理解して

いるわけではないので、本単元において、「地震」からの二次災害について指導する

必要がある。また、「地震」について関心は高いが、「震度」「マグニチュード」の意

味や違いについて、しっかり理解している子はいない。また、地震を起こす原因に

ついてもプレート型と直下型、火山性地震の種類があることまで理解している子は

いなかった。自分で判断できるように、これらの用語などについても授業で触れた

い。 

    避難所については、全員が近くの公園や学校と回答しており、安全な場所という

認識を持っていた。しかし、避難所では、どのような生活をしているかまでは想像

できないようだった。本単元を通して、避難所での生活や苦労などに気付かせたい。 

 

  （２）意識面について 

    子ども達が回答した災害の中で、最も回答数の多かった地震についての意識を調

査した結果、学級の子ども達全員がこわいと感じていることが分かった。調査を行

った数日前に避難訓練を行い、防災指導をしたばかりということもあったことがこ

の結果に繋がったことも考えられるが、本学級の子ども達は、地震により自分や家

族、友達の命が脅かされる可能性を考えることができている。自分の命を守った次

にできることを考えさせることができるような学習にしたい。 

 

  （３）思考判断力について 

    「大地震が起きたら時に危険だと思う事はなんでしょう。」という質問に対し、学

級の子ども達全員が、何かしらの回答をしている。６０％の子ども達は、地震の揺

れで落ちたり倒れたりしてきた物が危険であることを理解している。また、半数の

児童は、地震により起こる可能性のある火事や津波についても考えることができて

いる。しかし、災害時には、様々な可能性を考え、命を守るために最善の方法を選

択する必要がある。全員が最悪のケースをイメージできるように指導する必要があ

る。 

    また、避難所で生活するイメージは全く持てていない。避難所はどのような場所

であるのかは漠然と理解しているようだが、実際にどのような人々が集まり、どの



ような問題が起こるのか。また、そこではどのように過ごすことが必要か。避難者

全員が苦しい中、みんなで助け合い、協力していくことで過ごしやすくできること

に気づかせ、地域社会の一員として貢献し、社会の一員として役割を自覚し、望ま

しい人間関係を築けるように判断できる力を育成したい。 

 

 （４）家庭での実践について 

    災害が起こった時について話し合っている家庭は６０％と、家庭での防災に対す

る意識は考えていた以上に低かった。話している内容についても、「起こったらどう

するか。」「どこに避難すればよいのか。」まで細かく話し合っている家庭は３０％に

しか満たなかった。いつ、どのような時に災害に直面するのか分からないのが現実

である。災害に巻き込まれた時には、どこにどのように避難をするのかを家庭で話

し合ってもらえるように、子ども達を通して発信していきたい。 

 

４ 題材の目標 

○ 災害に関する基本的な知識を習得する。 

○ シミュレーション学習である「避難所ＨＵＧ」をグループで行い、避難所で起こり

得る問題を自分のものとしながら、避難者の気持ちに触れ、助け合い、協力し合おう

とする態度を身に付ける。 

 

５ 題材構成（３時間扱い） 

学習の目的 学習内容と活動 時配 

自然災害やそれによって引き

起こされる二次災害の恐ろしさ

を映像資料から感じ取る。 

災害が起こった時にどのよう

にすれば良いのか話し合う。 

避難所での生活について映像

資料をもとに感じ取る。 

○自然災害や二次災害について話し合う。 

○基礎的な防災用語について理解する。 

○映像資料を観て、感じたことを話し合う。 

○学校や家庭で大きな地震が発生した場合の

適切な避難行動について考える。 

○映像資料から、避難所での生活がどのような

ものなのか話し合う。 

１ 

 「避難所ＨＵＧ」を行い、自

分達が避難所を運営するシミュ

レーションをすることで、避難

所での生活を仮想体験し、学校

に避難所が設置された場合に、

自分達にできることを考える。 

○「避難所ＨＵＧ」を行い、避難所の運営者の

シミュレーションを行うことで、避難者の苦

労や起こり得る問題に気づき、自分達にもで

きることを考え、話し合う。 

２ 

（本時） 

 

５ 本時の指導（３／３） 



 ねらい：「避難所ＨＵＧ」を行い、自分達が避難所を運営するシミュレーションをするこ

とで、避難所での生活を仮想体験し、学校に避難所が設置された場合に、自分

達にできることを考える。 

＜展開＞ 

時記 学習活動 ○教師の支援・指導上の留意点 資料 

導入 

５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

２５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本時の学習課題について知る。 

 

 

 

２ ゲームの進め方を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・ゲーム設定条件を確認する。 

 

 

３ 前時のふり返りをする。 

 ・ 前時のふり返りから、反省点や

気をつけたいことを確認する。 

 

４ ゲームを開始する。 

 ・ 読み上げられたカードを学校の

敷地内に配置する。 

 ・ イベントに回答をする。 

 ・ グループで協力し、互いに意見

を出し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○様々な避難者が集まってくるこ

とや、実際に起こり得る様々な

問題が起こることを児童に伝え

る。 

○避難者をどのように配置するの

か、問題をどのように解決する

のかによって、何が変わるのか

を問いかけ、みんなができるだ

け過ごしやすい避難所を運営す

ることが目的だという事をつか

ませる。 

 

○前時の良かった点、悪かった点

について話し合うように助言す

る。 

 

 

○ゲームを進める速さやイベント

に対しての回答などを確認し、

助言する。 

・残り時間を児童に意識させるこ

とで、避難所に殺到する避難者

の様子を体感できるように留意

する。 

○途中、避難者の気持ちを考えた

配置や回答があれば称賛する。 

・ゲームをすることが目的ではな

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定条件 

掲示物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「避難所ＨＵＧ」を行い、ゲームを通して気付いたことを話し合おう。 

・読み手はグループ内で行う。 

・避難者が続々と集まってく

ることを想定して、進める。 

・避難者を敷地内に配置する。 

・記入の仕方を確認する。 

・イベント（問題）には、必

ず回答する。 

この避難者は、赤ちゃんを連れ

ているね。 

体育館だと泣き声で、周りの人

も困るかもね。 



 

 

 

 

 

 

 

終末 

15分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ ゲームを通して気付いたことを

話し合う。 

 

 

 

 

 

 

５ 災害時に避難所に避難してきた

ら、自分達に何ができるのかを考え

る。 

 ・必要な仕事をグループで考える。 

 ・自分ができそうなことをワークシ

ートに書く。 

 ・本時のふり返りをワークシートに

書く。 

 ・自分の意見と本時のふり返りを発

表し合う。 

 

６ 災害時の暮らしで大切なことを 

 確認する。 

いので、この後の活動時間を確

保できるように留意する。 

 

 

 

 

○避難者の気持ちに迫れるように

助言する。 

○運営をして困ったことは、避難

者にしてみればもっと困ってい

ることだと気付けるようにグル

ープごとに助言する。 

 

 

○避難所で、どんな仕事が必要か

を考えさせる。 

○意見が出ないときは、避難所Ｈ

ＵＧゲームをふり返り、自分達

にもできそうなことを考えさせ

る。 

◎避難所でどんな仕事が必要か知

り、自分達にできることを考え

ることができたか。 

 

 

 

○地域で生きる一員としての自覚

を持ち、みんなで助け合うこと

の大切さを意識させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク

シート 

それなら、応接室ならどうだろ

う。 

一番困ったことは何でしたか。 

避難所では、様々な問題が起こる

のだと知って、大変だと思った。 


